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第 1 章「銀行の規制体系J では，一行たりともその預金債務(金融債，信託)について債務不履行を招かせないと














































第 7 章「地域別にみた家計の金融資産選択J では貯蓄動向調査の個表を用いて，わが国を12地域に分けて実証分析
がなされる。地域別の金融資産選択に関する実証分析もわが国では初めての試みである。これによって地域別にみた
金利選好や店舗配置の効果等を明らかにし地域間での相異を把握することができる。ここでは，預金・郵貯・生保























は 7 百万円であり (89年)，土地保有の有無によってわが国の社会が 2 つに階層分化されていることが示される。そ
の不平等の90%までが土地・借地権に起因することが明らかにされる。住宅・土地保有と住宅ローンの有無に関する
情報を利用することで，遺産の推計が行われる。遺産の家計資産に占める比率が約40%に上ることが明らかにされる。
住宅ローンや土地・借地権を併せて実証することで，遺産によって世界でも極めて豊かな資産を受取かつそれを子孫
に残す層と純粋なライフサイクル仮説に生きる層があることが明らかにされる。
最後に，おわりにでは本研究の残された課題と今後の研究の方向性が示される。
論文審査の結果の要旨
本論文は，わが国金融市場の制度的枠組みがその成功のゆえに近年矛盾を露一呈しているとの仮説を提示した上で，
膨大な家計調査個票データを用いた家計の資産選択行動及び所得・遺産分布要因の計量経済学的分析によってその仮
説の実証を試みたものであり，博士(経済学〉の学位に十分値するものであると判定する。
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